
イラン文化との交流の歩み 
イラン・イスラーム革命 40周年記念シンポジウム・プログラム 

 
日時：2018 年 6月 20 日（水）13:00～18:00 場所：龍谷大学深草キャンパス顕真館 

主催：イラン・イスラーム共和国文化センター 

共催：龍谷大学国際学部 

（使用言語：日本語、英語、ペルシア語（英語・ペルシア語は逐次通訳あり） 

 

冒頭挨拶 ・入澤 崇（龍谷大学学長） 

・Dr. ディーヴサーラール（イラン文化センター・在日イラン文化参事官） 

 

第一部 イスラームと仏教、キリスト教の対話（13:15-14:30） 

・嵩 満也（龍谷大学国際学部教授）：仏教とイスラーム 

・ジャーファリー（コム宗教大学教授）：『歎異抄』ペルシア語訳について 

・久松 英二（龍谷大学国際学部教授、世界仏教文化研究センター長）：キリスト教とイスラーム 

・ 質疑応答 

（14:30-14:40 休憩） 

 

第二部：イスラーム革命後のイラン政治（14:40-16:10） 

・佐野 東生（龍谷大学国際学部教授）：イラン・イスラーム共和制の総体評価 

・富田 健次氏（前同志社大学神学部教授）：イマーム・ホメイニー師とイスラーム共和制 

    （イラン文化センターから記念品贈呈：同教授の長年のイラン研究による貢献を讃えて） 

・黒田 賢治氏（国立民族学博物館特任助教）：「公正としての正義」 善をめぐる革命とイスラーム共和制 

・坂梨 祥氏（日本エネルギー経済研究所研究主幹）：イラン・イスラーム共和制下のイラン政治 

・質疑応答 

（16:10-16:20 休憩） 

 

第三部：イラン音楽・芸術（16:20-17:10） 

・谷 正人氏（神戸大学准教授）：イラン音楽の演奏(サントゥール) 

・林 則仁（龍谷大学国際学部准教授）：イラン・ミニアチュール 

 

第四部：イラン社会と女性（17:10-18:00） 

・椿原 敦子（龍谷大学社会学部専任講師）：現代イラン社会と女性 

・ザイナブ・バフラミー（イラン出身）：イスラーム革命とイラン女性 

・質疑応答 

 

総合司会：佐野 東生 


